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15 １７ 後 半 ８ 

 

戦 評 日本、オープニングゲームを勝利で飾る！ 

 第５回東アジア U-22 ハンドボール選手権はチャイニーズタイペイのスローオフ

で試合が始まる。前半序盤は両チームとも硬さが見られるものの、日本は、徐々に

６：０ＤＦがＧＫ26 番 榎を中心に機能し始めると、ＯＦでは 35 番 中山、29 番 大

松澤らの速攻などで得点を重ねる。対するチャイニーズタイペイは日本の６：０Ｄ

Ｆに 21 番 劉、14 番 潘らのミドルシュートで応戦。試合の主導権を握ったのは日

本。前半中盤の 30 番 行本らの速攻などで 6 連取し、14－7 と前半を日本リードで

折り返す。後半、硬さのとれた日本はチャイニーズタイペイのＯＦに対応し、後半

10 分過ぎまで１失点に抑えるなど、ＤＦでリズムを作り、速攻につなげる展開を最

後まで続け、突き放した日本が３１－１５でチャイニーズタイペイを下した。 

 

 

 


